[bookmark: _Hlk238723314][bookmark: _Hlk238724301]このファイルは、令和8年度、西暦2026年度から令和12年度、西暦2030年度までの西多摩地域広域行政圏計画について、29ページから36ページまでの音声読み上げ用に作成したものです。

[bookmark: _Hlk238723694]作成にあたって、適切に読み上げられないような箇所については、ふりがなをつけておりますが、読み上げソフトを使用して、お聞きいただく中で、適切に読み上げられていない箇所や、内容が不明な点がございましたら、事務局まで御連絡ください。
該当箇所を確認の上、修正させていただきます。

事務局の連絡先は、代表電話で0428-22-1111、内線2440です。

[bookmark: _Hlk239088195]また、本文中の、「年度」、「ねん」について、西暦を併記しなくても内容が伝わる箇所は、原則、和れきのみを読み上げておりますので、御了承願います。

よろしくお願いいたします。
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タイトル

Ⅲ章、西多摩地域の4つの連携テーマとその展開方策
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各テーマの構成

各テーマでは、現状と課題、広域連携の目標、行政圏の取組や、5年間のロードマップなど、したの図の構成で示しています。

1、現状と課題、2、これまでの主な取組
これらの事項を踏まえて、現状と課題等を整理し、目標を設定

3、広域連携の目標
この事項を踏まえて、目標を実現するための取組を明示

4、広域行政圏の取組、および今後5年間の取組内容
この事項を踏まえて、広域行政圏の取組に基づいた、構成市町村における取組を提示

5、構成市町村の取組
地方創生に関連する取組、連携・協調の取組（可能性の例示）、および関連の深い基本的な施策（例示）
この事項を踏まえて、広域行政圏の取組に関する事業スケジュールを可視化

6、5年間のロードマップ

7、テーマに関連する写真とコラム
以上
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1、西多摩地域のブランド育成とプロモーションの推進

現状と課題

1、西多摩地域は豊かな自然や文化などの観光資源に恵まれ、都心から1時間強という距離のため、観光客の多くは日帰り旅行となっています。
西多摩地域、入込観光客数調査によると、日本人の日帰り客が、全体の9割以上を占め、週末を利用して、首都圏から日帰りで訪れるかたがほとんどです。
豊かな自然環境での滞在型観光の推進や、地域間移動の活性化を図っていき、宿泊を伴う観光客を増やす取組を進めることが重要となります。
また、訪日外国人観光客については、現状では全体の1%に留まります。外国人対象の来訪者アンケート（外国人観光客の居住地）を見ると、訪日外国人観光客は、約25%に留まり、首都圏に住んでいる在日外国人観光客が多くなっています。このことから、外国人観光客への情報発信を強化するとともに、受入れ環境の整備も必要です。

表、西多摩への入込観光客数、実人数、単位：まんにん回
このひょうは、令和6年度に実施した、「西多摩地域、入込観光客数調査」に基づく、西多摩地域への入込観光客すうの実人数をまとめたもので、観光客の内訳と、それぞれの構成比を示しています。

観光客すうの詳細内訳
まず、西多摩地域を訪れた観光客の総数は、年間で615.5まんにん回となっています。

その内訳を詳しく見ていくと、最も多いのは「日帰り客」で、571.9まんにん回にのぼります。これは全体の92.9%を占めており、西多摩観光の圧倒的な主流となっています。

次に、「宿泊客」は37.3まんにん回で、全体の6.1%にとどまっています。

また、「訪日外国人観光客」については、6.3まんにん回で、全体のわずか1.0%という状況です。

このひょうは、西多摩地域広域行政圏協議会の、西多摩地域、入込観光客数調査、令和6年度により作成
以上

グラフ、外国人観光客の居住地、回答数242人
この円グラフは、日本国内在住、いわゆる在日外国人観光客か、海外在住、いわゆる訪日外国人観光客か、のアンケートに対する回答結果をまとめたものです。

日本国内在住、在日外国人観光客は、全体の75.2%にのぼります。一方、海外在住、訪日外国人観光客は、24.8%にとどまります。

このグラフは、西多摩地域広域行政圏協議会の、西多摩地域、入込観光客数調査、令和6年度により作成
以上

2、製造品等の出荷額は、多摩地域内で最大となっており、けんおうどうの開通によって、各方面へのアクセスが向上しました。西多摩地域への企業誘致と、一層の産業活性化のためには、他地域との差別化を図っていく必要があります。
また、青梅市、あきる野市、瑞穂まち、日の出まちでは、市街化調整区域内の一部が、農業振興地域として指定されており、意欲ある農業者への支援が求められます。

3、豊かな自然と、都心への通勤や通学が可能な環境を持つ、西多摩地域への関心は高まっています。移住に関する情報発信を強化するとともに、移住体験ツアー・移住相談などの取組を進めて、西多摩地域での生活をイメージしてもらうことが重要です。
また、イベント等で、西多摩地域の魅力発信を継続的に実施し、交流人口を獲得する中で、関係人口や移住者につなげていくことも、必要な取組の一つとなります。

写真、西多摩フェア（JR八王子駅）
以上

これまでの主な取組
1、西多摩地域、入込観光客数調査の実施（5年ごとに調査）
2、西多摩地域、魅力発信PR（西多摩フェア等の主催・出展、スタンプラリーの実施ほか）
3、移住・定住促進（移住体験ツアーや移住相談会等の情報発信ほか）
以上
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広域連携の目標

大項目
多様な資源を生かした地域ブランドを育成する

ちゅう項目
1、自然・歴史・文化・景観・温泉・グルメなど、構成市町村のそれぞれの地域資源を生かした、周遊型観光ルートの検討を進める。
2、主催イベントや、各団体のイベントへの出展を通じて、西多摩地域の一体てきなプロモーションを進め、国内外を問わず、観光客の獲得につなげる。
3、けんおうどうを生かした、産業活性化や企業誘致などを連携して進めるとともに、西多摩産農林水産ぶつのPRを行い、地域全体の雇用創出や活性化につなげる。
4、暮らしや働きかた、企業活動のありかたが見直される中、西多摩地域の強みを生かして、移住・定住を促進させる。
以上

[bookmark: _Hlk238715513]広域行政圏の取組

エスディージーズの視点では、次の目標に取り組む。
目標2、飢餓をゼロに
目標5、ジェンダー平等を実現しよう
目標8、働きがいも、経済成長も
目標11、住み続けられるまちづくりを
目標15、陸の豊かさを守ろう
目標17、パートナーシップで目標を達成しよう
以上

施策1の1、観光を振興する
まる1、広域観光ルートの開発
まる2、公共交通と連携した観光客の誘致
まる3、入込観光客数調査の継続実施
まる4、新たな観光プログラムの開発

[bookmark: _Hlk238713760]今後5年間の主な取組例
まる1の1、自然・温泉・グルメなど、多様な地域資源を生かした、観光ルートの検討
まる2の1、駅を活用したイベントの開催（西多摩フェア 等）
まる3の1、入込観光客数調査の実施
まる4の1、西多摩地域の魅力をアピールする体験型コンテンツの検討

[bookmark: _Hlk238656266]施策1の2、魅力を発信する
まる5、西多摩地域の魅力の一体てきな情報発信りょくの強化
まる6、外国人観光客の受入れ体制整備

今後5年間の主な取組例
まる5の1、西多摩フェアの開催
まる5の2、他団体イベントへの出展・共同実施
まる6の1、外国人観光客へのプロモーション、インバウンド対策の検討

施策1の3、地域ブランドを育成する
まる7、地域資源を生かしたブランド育成と産業創出

今後5年間の主な取組例
まる7の1、「西多摩産」農林水産ぶつのPR
まる7の2、西多摩ブランドの認定と、国内外への認知度向上

施策1の4、移住・定住を促進する
まる8、移住・定住促進プロモーション

今後5年間の主な取組例
まる8の1、東京と等と連携した、移住・定住プロモーションの実施
まる8の2、移住・定住に関するイベントの共同実施、情報発信
以上

ちゅう・長期的に取り組む検討課題
1、他圏域との相互連携の推進
2、道路・交通ネットワークを軸とした、首都圏レベルの連携協議の場づくり
3、西多摩地域における、広域観光圏設立の調査・研究　など
以上
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構成市町村の取組

地方創生に関連する取組としては
1、広域観光の推進、地域の魅力等の情報発信
2、観光プロモーションの推進
3、地域資源の活用
4、起業・創業支援、企業の人材育成支援
以上

連携・協調の取組（可能性の例示）としては
1、自然・景観・文化など、地域の資源を生かした、広域観光ルートやイベントの実施
2、外国人観光客を対象とした、プロモーションと受入れ体制等の検討
3、食材・多摩産材等、西多摩ブランドの付加価値向上と安定供給体制強化
以上

関連の深い基本的な施策（例示）としては
1、市街地整備
2、交通・通信基盤の整備
3、生活基盤施設の整備　
4、商業振興
5、工業振興
6、観光振興
7、農林業振興
8、移住・定住促進
以上

5年間のロードマップ

施策1の1、観光を振興する
[bookmark: _Hlk238714169]まる1の1、自然・温泉・グルメなど、多様な地域資源を生かした観光ルートの検討については、令和8年度と令和9年度に情報収集、令和10年度に実施、令和11年度と令和12年度に情報収集を行う。

[bookmark: _Hlk238714139]まる2の1、駅を活用したイベントの開催（西多摩フェア 等）については、令和8年度から令和12年度まで、毎年実施する。

まる3の1、入込観光客数調査の実施については、令和9年度と令和10年度に情報収集、令和11年度に実施、令和12年度に結果検証を行う。

[bookmark: _Hlk238716873]まる4の1、西多摩地域の魅力をアピールする体験型コンテンツの検討については、令和8年度と令和9年度に情報収集、令和10年度に実施、令和11年度と令和12年度に情報収集を行う。

施策1の2、魅力を発信する
まる5の1、西多摩フェアの開催については、令和8年度から令和12年度まで、毎年実施する。

まる5の2、他団体イベントへの出展・共同実施については、令和8年度から令和12年度まで、毎年実施する。

[bookmark: _Hlk238714221]まる6の1、外国人観光客へのプロモーション、インバウンド対策の検討については、令和8年度に情報収集、令和9年度に実施、令和10年度から令和12年度まで情報収集を行う。

施策1の3、地域ブランドを育成する
まる7の1、「西多摩産」、農林水産ぶつのPRについては、令和8年度から令和12年度まで、毎年実施する。

[bookmark: _Hlk238716576][bookmark: _Hlk238714318]まる7の2、西多摩ブランドの認定と、国内外への認知度向上については、令和8年度から令和10年度まで情報収集、令和11年度と令和12年度に実施する。

施策1の4、移住・定住を促進する
まる8の1、東京と等と連携した、移住・定住プロモーションの実施については、令和8年度から令和12年度まで、毎年実施する。

まる8の2、移住・定住に関するイベントの共同実施、情報発信については、令和8年度から令和12年度まで、毎年実施する。
以上
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[bookmark: _Hlk238714436]西多摩地域の主な観光地・イベント等

[bookmark: _Hlk238716934]青梅市、写真1、みたけさんロックガーデン
写真2、青梅市納涼花火大会
写真3、青梅マラソン大会

福生市、写真1、福生ベースサイドストリート
写真2、福生アメリカンハウス
写真3、旧ヤマジュウ田村家住宅

羽村市、写真1、根がらみ前水田のチューリップばたけ
写真2、桜づつみ公園に咲く桜
[bookmark: _Hlk239316154]写真3、羽村、市民と産業のまつり、ステージ

（34ページ　説明終了）


（35ページ　説明開始）

[bookmark: _Hlk238717073][bookmark: _Hlk238714567]あきる野市、写真1、秋がわ渓谷　瀬おとの湯
写真2、いしぶねばし
写真3、秋がわばし河川公園

瑞穂まち、写真1、さやまかたくりのさと（カタクリの群生）
写真2、郷土資料館　けやき館
写真3、六道山公園

日の出まち、写真1、生涯青春の湯　つるつる温泉
写真2、ろくや大佛
写真3、自然休養村　さかな園

檜原村、写真1、かのと国際マス釣場
写真2、ほっさわの滝
写真3、檜原都民の森（星空観測）

奥多摩まち、写真1、にっぱら鍾乳洞
写真2、ひ川渓谷
写真3、奥多摩ふれあいまつり
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西多摩地域の観光イベント

1、福生七夕まつり（福生市）

福生の夏の風物詩である「福生七夕まつり」は、福生駅西口を中心に行われる七夕まつりです。
起源は仙台の七夕まつりと言われ、第二次世界大戦の空襲で一面焼け野原になった仙台市で、商店前に大きな竹を立て、くすだまを飾って、七夕まつりをおこなっているのを見た、当時の福生まちの職員が感動し、その想いが福生七夕まつり誕生のきっかけとなり、昭和26年に始まりました。
商店がいのお店が工夫を凝らし、丹精込めて作り上げた、色とりどりの七夕飾りが通りを覆いつくし、約70店舗にもおよぶ市民模擬店には、普段なかなか食べることのできない、た国籍なグルメの店が並びます。異国情緒あふれる福生ならではの七夕まつりをお楽しみください。

写真1および2、福が生まれる星まつり、「福生七夕まつり」
以上

2、奥多摩納涼花火大会（奥多摩まち）

奥多摩納涼花火大会は、昭和53年から、有志の実行委員会により実施されており、町内外から多くの来訪者を迎え、奥多摩の夏の風物詩として親しまれている恒例行事です。
多摩川の清流と、やまやまに囲まれた自然豊かな環境の中、奥多摩駅に程近い愛宕山の山頂から夜空に打ち上がる、色とりどりの花火が、川面や山肌に反響し、都心では味わえない迫力と情緒を楽しめます。
また、同じく奥多摩駅周辺の奥氷川神社や、羽黒三田神社による、獅子舞や神輿、だしの練り歩きも同時に開催され、地域文化との触れ合いを体験できるのも魅力の一つです。
奥多摩ならではの涼やかな空気につつまれながら、心に残る夏のひとときをぜひお楽しみください。

写真1および2、奥多摩の夜空に打ち上がる花火
以上
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